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論文の内容の要旨
　超重元素の存在が予言されてから，重イオン融合反応を使って人工的に超重元素を合成する試みが世界申
で行われている。現在，重い元素の合成に進むにしたがって生成核断面積が極端に小さくなり合成の限界に
近づいている。このため，重イオン融合反応の反応機構を詳細に調べ，超重元素の合成に有利な反応系を探
索する必要に追られている。このような背景の下に，この論文では重イオン融合反応における入射核や標的
核の殻構造に着目し，特に閉殻構造が生成核断面積にどのような影響を与えるかを実験的に調べた。実験で
は日本原子力研究所のタンデム加速器十超伝導ブースター加速器からの重イオンビーム82Seや86趾をBaの
2つの同位体五34と138さらに140Ceなどの標的核に衝突させ，融合生成核を反跳生成核分離装置で測定し
た。その結果，82Se＋138Ba融合反応の生成核断面積が82Se＋134Ba融合反応の生成核断面積に比べ100倍
ほど大きいことがわかった。この実験結果は82Se÷138Ba融合反応の融合確率が，現在知られている融合反
応におけるシステマチックスからずれた大きな値であることを示している。さらにこの実験結果は今までに
報告されている同位体依存性よりもはるかに大きな効果を示しており，融合確率が反応する原子核の殻構造，
特に中性子数杜82の閉殻構造によって大きな影響を受ける可能性を示している。86酎十134Ba系と86晦十
134Ba系の比較でも86阯十138Ba系の融合確率が大きくなるという同様の結果が低励起エネルギー領域で見ら
れた。一方，82Se＋14cCe系では帖82の効果は82Se＋138Ba系や86附ぺ38Ba系で見られたように顕著なも
のではなかった。これらの実験結果から，入射核と標的核の殻構造エネルギーの和が負で大きくなるととも
に重イオン同士の融合確率も大きくなるという関連性があることを見出した。
審査の結果の要旨
　重イオン融合反応で生成された融合生成核を反跳生成核分離装置で分離・同定し，生成核断面積を入射エ
ネルギーを変化させて詳細に1則定しており，実験手法に疑問点はなく実験データには信頼性がある。実験デー
タを統計モデル計算と比較し，同時に同じ複合核を形成する他の反応系の実験データとの比較を行っており，
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解析手法は妥当である。閉殻構造との関連性を実験的により明確にするにはさらに多くの反応系に関する実
験データが必要であるが，現在得られている実験データでも博士論文としてまとめるには十分な内容と考え
られる。論文には研究目的，実験手法，実験データ解析，結論等を英文で簡潔にまとめている。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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